
令和３年度第２回せたな警察署協議会議事概要

１ 開催日時
令和４年３月７日（月） 午後１時30分から午後３時までの間

２ 開催場所
函館方面せたな警察署 ２階会議室

３ 出席者
⑴ 協議会委員 ～ ５名（定員５名）

会 長 名 平 継 義
副 会 長 佐 藤 節 夫
委 員 荒 川 隆 祐
委 員 土 橋 直 美
委 員 大久保 麻 未

⑵ せたな警察署 ～ ５名
署 長 櫻 井 裕
副 署 長 川 上 雅 弘
刑生課長 早 川 敦
地交課長 岩 館 秀 外 事務局担当職員１名

４ 会議内容
⑴ 会長挨拶

⑵ 警察署長挨拶

⑶ 協議事項
ア せたな警察署業務概況説明 ～各課長
○ 令和３年中における警察署の活動状況
○ 速度取締指針

イ 懲戒処分等説明 ～副署長

ウ 前回の諮問事項に対する意見への取組状況
諮問事項 ～副署長（ア）
「交通死亡事故抑止対策」

取組状況 ～副署長（イ）
ａ 高齢者の自動車運転免許証の自主返納促進

、 、 、○ 老人クラブでの安全講話 認知機能検査 地域警察官による巡回連絡
年金支給日等、さまざまな機会を通じた自主返納に対する理解の深化と
促進するための各種啓発活動の実施

○ 道警察における広報媒体「北のひろめーる 「交通部Twitter」を活」、
用した自主返納関連情報の発信及び広報チラシを活用した高齢運転者家
族に対する呼びかけの実施

、 、 、○ 自主返納者に対する感謝状 反射材 タオル及びカレンダーの配布等
警察署独自の特典付与



○ 自主返納促進に向けた環境構築に関する自治体への支援の働きかけ
○ 駐在所における自主返納臨時窓口の開設

ｂ バイク運転手に対する指導・広報
○ 道の駅、観光名所、物産店等におけるチラシや交通安全旗を配布して
の啓発活動の実施

○ 各施設管理者等に対するバイク運転者に対する呼びかけ、交通安全旗
の配布、ポスター・チラシの掲示依頼

エ 今回の諮問事項「犯罪の起きにくい社会づくり～街頭防犯カメラ等の設置拡
充～」に対する意見・提案等

諮問事項に関する現在までの取組状況等の説明 ～刑生課長（ア）
○ 諮問の趣旨
○ 当署管内における防犯カメラの設置状況及び実質的効果
○ 自治体等に対する働きかけ
○ 今後の課題

委員による意見・提案 ～各委員（イ）
○ 更なる設置拡充を考えた場合、町内会と協議してはどうか。

○ 見守り効果が期待できる児童及び生徒の通学路への設置はどうか。
○ 個人で設置する場合においては、効果的な設置場所、一般的なコスト・
仕様等を指導・助言してもらえる相談窓口があればよいのではないか。

５ 質疑応答等
【 質 問 】 大雪で横断歩道が通れなくなることがあるが、除雪は誰が行って

いるのか。
【 回 答 】 道路管理者であり、国道は北海道開発局、道道は土木現業所、市

町村道は各自治体が受け持つ。

【 質 問 】 「北のひろめーる」はどうしたら届くのか。
【 回 答 】 登録申請による。ただし、団体、事業所等が対象である。

【 質 問 】 運転免許証自主返納臨時窓口の設置は年１回だけなのか。
【 回 答 】 住民の要望に応じて随時開設していきたいと考えている。


